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	応用
	抗原情報
	背景
	酸性線維芽細胞増殖因子の受容体。塩基性線維芽細胞増殖因子には結合しない。FGF19に結合する。線維芽細胞増殖因子の細胞表面受容体として機能するチロシンタンパク質キナーゼは、細胞増殖、分化、遊走の調節、脂質代謝、胆汁酸生合成、グルコース取り込み、ビタミンD代謝、リン酸恒常性の調節に関与する。胆汁酸合成の律速酵素であるCYP7A1の発現をFGF19に応答して正常にダウンレギュレーションするために必要である。PLCG1およびFRS2をリン酸化。リガンド結合は、いくつかのシグナル伝達カスケードの活性化につながる。PLCG1の活性化は、細胞シグナル伝達分子であるジアシルグリセロールおよびイノシトール1,4,5-トリスリン酸の生成につながる。 FRS2のリン酸化は、GRB2、GAB1、PIK3R1、SOS1のリクルートを誘導し、RAS、MAPK1/ERK2、MAPK3/ERK1、MAPキナーゼシグナル伝達経路、およびAKT1シグナル伝達経路の活性化を媒介します。SRC依存性のマトリックスプロテアーゼMMP14のリン酸化とリソソーム分解を促進します。FGFR4シグナル伝達は受容体の内在化と分解によってダウンレギュレーションされますが、MMP14はFGFR4の内在化と分解を促進します。キナーゼの恒常的活性化につながる変異、または正常なFGFR4不活性化を阻害する変異は、異常なシグナル伝達を引き起こします。
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	Raji 細胞溶解物中の FGFR4 発現のウェスタン ブロット分析。

